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表 2

『アジア経済』ウェブ公開についてのお知らせ
　『アジア経済』は，迅速かつ広範な研究成果の発信を目指し，紙媒体刊行後，各記事を即
時ウェブサイトにて公開しています。また，2019 年から学術ジャーナルのポータルサイト
である J-STAGE を通してDOI（デジタルオブジェクト識別子）を取得し，アクセスと利
便性の向上を図っています。
　各記事は以下のアドレスから閲覧・検索いただけます。
　https://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Periodicals/Ajia.html
　https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ajiakeizai/-char/ja

『アジア経済』への投稿について
　本誌は1960年に，発展途上地域を対象とした社会科学分野の専門的学術誌として創刊さ
れ現在に至っています。発展途上地域研究の発展に貢献するため，誌面を広く所内外の研
究者に開放し，質の向上に努めています。

● �本誌は常時投稿を受け付けています。どなたでも自由に投稿できます。受け付ける原稿は，
発展途上地域（アジア，アフリカ，ラテンアメリカ，中東，オセアニア，旧ソ連・東欧圏など）
を対象としたもので，政治，経済，社会，法律などに関する論文，研究ノート，研究レビュー，
資料，現地報告，研究機関紹介，書評論文，書評などで，オリジナルで，かつ投稿中でない，
未発表のものに限ります。なお，本誌に掲載された原稿の内容に関するご意見も投稿として
受け付けます。使用言語は日本語に限ります。

● �本誌は創刊以来原稿検討制度を維持しています。幾度かの制度改定を経て，現在は以下�
のような方式を採用しています。
　�　提出された原稿は，当研究所職員・外部投稿者の別なく，当研究所内外の２名以上の
レフェリーによる査読を経て，編集委員会において採用の可否を決定します。査読に当
たっては，予断を排し客観性を保つために，レフェリーに対しては原稿執筆者の名前を
伏せて依頼し，原稿執筆者に対してもレフェリーの名前は通知しません。

● �投稿は原則として電子メールでのみ受け付けます。投稿される方は，当研究所ウェブサ
イトの以下のページをご覧のうえ，所定の分量・書式・投稿方法に従ってご投稿ください。
　　https://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Periodicals/Ajia.html

●投稿に関するお問い合わせ先――〒261-8545　千葉県千葉市美浜区若葉 3-2-2
　　独立行政法人日本貿易振興機構
　　　アジア経済研究所学術情報センター成果出版課『アジア経済』編集部
　　　電話 043－299－9538　�　�Ｅメール　ajiak@ide.go.jp

　本誌の編集方針，企画の審議，原稿の審査は下記編集委員会が行っています。
　2024 年度編集委員会―委員長：�岩﨑葉子，委員：岡田　勇（名古屋大学），�

金　成垣（東京大学），田原史起（東京大学），�
深町英夫（中央大学），青木まき，植田　暁，�
植村仁一，木村公一朗，荒神衣美，橋口善浩

　　　　　　　　　　　　�編集部：池上健慈，河上季代子，高橋　学，平原友輔�
　2024 年度書評分科会―座　長：�大塚健司，委員：明日山陽子，網中昭世，石黒大岳，�

上谷直克，長田紀之，後閑利隆，松浦正典，�
山口真美，山田浩成，渡辺　綾，渡邉雄一

本誌に掲載されている論文などの内容や意見は，外部からの投稿を含め，執筆者個人に属し，独立行政法人日本
貿易振興機構あるいはアジア経済研究所の公式見解を示すものではありません。
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130

　幼い頃，祖父母のもとに行くとよくテレビの相撲中継が流れていたものでしたが，子どもの目に

はお相撲さんの区別がほとんどつきませんでした。私にとって力士たちはみな土俵で右往左往する

「不思議な髪形をした大きな小父さんたち」にしかみえないのに，祖父母が「●●山」「▲▲海」と

話しているのを聞いて，「よく区別がつくものだ」と思っていたものでした。

　それがここ数年，私も「お相撲さんの区別」がつくようになり，自分でも驚いています。顔と四

股名が一致するだけでなく，人気力士から脇役・端役といった役回りに至るまで，多くの力士の出

身地や所属部屋が自然とわかるようになってきました。年齢のせいか，彼らが「大銀杏を結った大

きな若者
4 4

たち」にみえる，というのもさらなる驚きです。家の者との会話でも「ああ，あの子は十

両に落ちたね」「この子は三役に上がれるだろうか」などと，まるで昔から知っている近所の子ど

もたちみたいな扱いをしています。お爺さんばかりだと思っていた行司も，今となってはその大半

が年下となってしまいました。

　思えば学術ジャーナルの世界でも，はるかに先を行く先輩ばかりだった執筆陣が，いつの間にか

自分の子どもといってよいくらいの世代に入れ替わりつつあることに気づかされます。私もいまや

若い研究者からの投稿論文を検討させていただく立場となり，慣れない行司さばきに右往左往する

毎日を送っていますが，とにかく軍配の差し違えだけはしないよう，土俵いっぱいまで目を凝らす

ようにしています。　　　　　　　　　　　　　　� 　　（J.U.）

編 集 後 記
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◆アジア動向年報　2024〈A5判・上製本・本文２色刷〉� アジア経済研究所編 596�p. 6930 円
※お近くの書店・大学生協またはオンライン書店にご注文ください。

◆ eBook〈プリント・オン・デマンド版〉
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※EPUB/PDF版は無料でダウンロードできます（https://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Books/Jpn_Books.html）。

アジア動向年報　1990-1999（バンドル版）� アジア経済研究所編 22分冊
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14 朝鮮労働党第 8 次大会と新戦略 中川雅彦編 126�p. 1078 円
13 韓国文在寅政権の経済政策 安倍　誠編 186�p. 1518 円
12 マクロ計量モデルの活用 植村仁一編 186�p. 1650 円
11 ベトナム「繁栄と幸福」への模索―第13回党大会にみる発展の方向性と課題―

藤田麻衣編 ��150�p. 1298 円
10 アジア国際産業連関表―延長推計と国際生産ネットワーク分析への応用―

桑森　啓編 154�p. 1353 円
9 ラオス人民革命党第 11 回大会―転換期を迎える国家建設― 山田紀彦編 162�p. 1408 円
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寺尾忠能編 166�p. 1346 円
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太田仁志編 192�p. 1500 円
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■出版物に関するお問い合わせ先
独立行政法人日本貿易振興機構　アジア経済研究所　学術情報センター成果出版課
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